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【学校教育目標】　　かしこく、やさしく、たくましい児童の育成
望湖克己学館だより

【学校教育目標】　「社会をつくり、たくましく生き抜く生徒の育成」

七ヶ宿中学校

⑯⑰ 広報しちかしゅくNo.750令和５年７月１日号

　６月15日（木）に保育所・小学校・中学校合同引渡し訓練
を実施しました。この訓練は、①生徒が大災害発生の際、
教師の指示をよく聞いて、落ち着いて避難や行動ができる
ようにすること。②教師が、保護者に対し事前に引渡しの
流れを周知し、引渡しの際に安全・迅速・確実に引渡しを実
施できるようにすること。③保護者が学校から引渡しの流
れについて確認し、安全・迅速・確実に引渡しを受けられる
ようにするとともに、各家庭
での対応を確認すること。を
ねらいとして実施しました。
　中学校では、災害に備え、
自分が生活している地区の危
険箇所をハザードマップで把
握するとともに、「自らの命
は自らが守る」という意識の
高揚と知識の向上を図り、災
害や事故に日頃から備える力
を身に付けさせていきたいと
思います。

　６月に入り、いよいよ暑い夏が始まろうとしてい
ます。運動会や体育祭の練習中、熱中症で複数の生
徒が救急搬送される等のニュースを耳にすることも
多くなりました。
　本校でもそのような事態に陥らないよう、熱中症
予防に細心の注意を払い、水分補給をこまめに行う
よう声掛けをしております。また、校舎内や体育館
に熱中症指数計を設置し、生徒達自身もチェックで
きるようにしております。
　新型コロナウイルス感染症が５類に移行しました
が、感染対策としてマスクを着用している生徒もお
ります。外すこ
とに不安を抱え
る生徒に配慮し
つつ、健康で安
全な生活が送れ
るよう、熱中症
対策を講じてま
いります。

避難訓練・引渡し訓練実施 暑い夏、熱中症に注意！

白石刈田地区中総体・三地区陸上競技大会  七中生  大躍動！
　５月27日（土）・28日（日）に白刈地区中学校総合体育大会が行われました。本校からは卓球（会場：白石市ホワイ
トキューブ）、ソフトテニス（会場：蔵王町総合運動公園）の２種目に参加。これまで日々積み重ねてきた技や技術を
発揮し、多くの選手が熱戦を繰り広げ、粘り強く試合に臨みました。その努力と頑張りに、心から敬意を表します。
　また、６月10日（土）は三地区（白石刈田地区・角田伊具地区・柴田郡）中学校陸上競技県大会予選会が、角田市陸
上競技場を会場に行われました。本校からは陸上部の４名が出場。参加した４名全員が県大会出場権を獲得するな
ど、大躍動した大会でした。なかでも、２・３年男子1500ｍに出場した市川大夢さんは、４分17秒43の白石刈田
地区の新記録を樹立。宮城県大会でも上位入賞を目指して、さらに活躍することを期待しています。
　たくさんの応援をいただきました保護者のみなさま、地域のみなさま、ありがとうございました。
【競技結果】　卓球　男子団体　第３位　
　　　　　　　　　男子個人　髙橋　拓夢さん　第３位（県大会出場）　永倉　広務さん　ベスト８
　　　　　　　　　　　　　　氏家　　陽さん　２回戦惜敗　佐藤　烈士さん　２回戦惜敗　
　　　　　　　　　　　　　　浅倉　隼斗さん　２回戦惜敗　庄子　凌功さん　２回戦惜敗　
　　　　　　　　　　　　　　髙橋　優輔さん　１回戦惜敗
　　　　　　　　　女子個人　岡田　琉那さん　３回戦惜敗　佐藤　紗矢さん　１回戦惜敗
　　ソフトテニス　男子団体　１回戦惜敗
　　　　　　　　　男子個人　髙橋　哉大さん・髙橋　陽平さんペア　２回戦惜敗
　　　　　　　　　　　　　　佐野鈴之助さん・植草　佑麻さんペア　２回戦惜敗
　　　　　　　　　女子団体　１回戦惜敗
　　　　　　　　　女子個人　日野　千隼さん・松川　実來さんペア　３回戦惜敗
　　　　　　　　　　　　　　日野　千隼さん・髙橋　　菫さんペア　２回戦惜敗（オープン参加）
　　　　　　陸上　２年男子100ｍ　植草　亮司さん　第１位　12秒86（県大会出場）
　　　　　　　　　３年男子100ｍ　田部　一樹さん　第１位　11秒74（県大会出場）
　　　　　　　　　共通男子400ｍ　今野　太陽さん　第２位　１分03秒96（県大会出場）
　　　　　　　　　２・３年男子1500ｍ　市川　大夢さん　第１位　４分17秒43（県大会出場・白刈地区新記録）
　　　　　　　　　共通男子４×100ｍＲ　第２位　48秒38

　前号では、問い返しを繰り返すことで、やがて子供の「自主性」や「主体性」の育成につながることをお話し
ました。では、家庭でどんなことに取り組むとよいのでしょう。学校と家庭が一緒になってブレずに子供を
育てることが大前提となることですが、具体例を以下にいくつか紹介します。

　（１）自分で考える習慣を身に付ける。
　　 　「これはどうしたらいい？」などと、子供から意見を求められることがあることでしょう。そのときは、

「まず子供自身の意見を聴くこと」がおすすめです。子供が考えている際に、親が望む答えに誘導する言
動は避けたいものです。なぜなら、誘導を繰り返すと、「親（相手）が望む答えは何だろう」と顔色をうか
がうようになる恐れがあるからです。

　（２）成功体験を積み重ねる
　　 　目標達成などの成功体験を積み重ねると、自信につながり自主性が身に付くと言われています。着替

えができた、一人で起きれたときなど、自分で考え行動したときは、「自分で○○できるようになったね」
と具体的に何ができたかを伝えるようにするのがよいと言われています。

　（３）余計な口出しをしない
　　 　子供が間違えないように、或いは親の都合で、つい口を出したり、手を貸したくなる場面もあります。

過干渉は子供の自主性を奪ってしまう恐れがあります。「こうしなさい。あれしなさい」「子供の意見も
聞かずにおもちゃを選んだり、着る服を差し出したり」等々も自主性の育成にはおすすめできません。
先回りして口出ししたり、手を差し伸べることで、言われてから動くようになり、次第に自分で考えた
り、判断したりすることがなくなる場合があります。

　今号では、具体例を３点紹介しました。子育てをする上で、一概に「これだ！」というものはありません。
子育ての参考として御一読いただければ幸いに思います。

● 「子供が遊ぶ時間、体を動かす時間をたっぷりと確保したい」という思いから、木曜日に限り時程を次
のように工夫します。　※開始は６月22日（木）からになります。

　① 朝の読書活動と昼の清掃をなしにし、１・２年生は14：10に放課、３～６年生は14：50に放課とし
ます。

　② 放課後、１・２年生は下校時刻の15：00までたっぷり遊べます。３～６年生は、16：15の下校まで、
放課後遊びや新たに立ち上げる「放課後スポーツクラブ」で運動することができます。15時に下校
することも可能です。

　③ 「放課後スポーツクラブ」は、本校の熊谷拓海教諭が中心となり、教員２名以上の体制で児童の運動
の世話をします。実施は、第２・４木曜日の15：00 ～ 16：00です。対象は３～６年生です。登録制
ではなく、その都度の参加を可能とします。

以上の工夫をすることで、子供の遊びや運動を支えたいと考えております。

「かしこく、やさしく、たくましい児童の育成」を目指して③

様々な活動がありました

6/12 横川での笹巻作り6/8 蛤山全校登山6/6 人権の花運動5/25 グラウンドゴルフ大会

木曜日時程の工夫について


